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平成２６年第１回羽幌町議会定例会会議録 

 

〇議事日程（第２号） 

平成２６年３月１２日（水曜日） 午前１０時００分開議 

 

第 １ 会議録署名議員の指名                           

第 ２ 諸般の報告                                

第 ３ 報告第 １号 平成２５年度定期監査報告（第３次）について         

第 ４ 報告第 ２号 専決処分の報告について                   

           「和解及び損害賠償の額の決定について」           

第 ５ 報告第 ３号 放棄した私債権の報告について                

第 ６ 議案第 ３号 職員の再任用に関する条例の一部を改正する条例        

第 ７ 議案第 ４号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例

の 

           一部を改正する条例                     

第 ８ 議案第 ５号 羽幌町奨学基金条例の一部を改正する条例           

第 ９ 議案第 ６号 羽幌町社会教育委員の定数及び任期に関する条例の一部を改正

す 

           る条例                           

第１０ 議案第 ７号 羽幌町青少年問題協議会条例の一部を改正する条例       

第１１ 議案第 ８号 羽幌町介護予防々生活支援事業実施条例の一部を改正する条例  

第１２ 議案第 ９号 羽幌町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例        

第１３ 議案第１０号 羽幌町教育研究所設置条例を廃止する条例           

第１４ 議案第１１号 戸籍事務の一部委託に関する規約について           

第１５ 議案第１２号 留萌中部障害程度区分認定審査会共同設置規約の変更について  

第１６ 議案第１３号 留萌地域公平委員会共同設置に関する規約の変更について    

第１７ 議案第１４号 北海道市町村職員退職手当組合規約の変更について       

第１８ 議案第１５号 平成２５年度羽幌町一般会計補正予算（第９号）        

第１９ 議案第１６号 平成２５年度羽幌町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２

号）                            

第２０ 議案第１７号 平成２５年度羽幌町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１

号） 

第２１ 議案第１８号 平成２５年度羽幌町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）  

第２２ 議案第１９号 平成２５年度羽幌町下水道事業特別会計補正予算（第１号）   

第２３ 議案第２０号 平成２５年度羽幌町水道事業会計補正予算（第１号）      

第２４ 議案第 １号 羽幌町中小企業経営安定支援基金条例             



 - 62 - 

第２５ 議案第 ２号 羽幌町企業振興促進条例                   

第２６ 議案第２１号 平成２６年度羽幌町一般会計予算               

第２７ 議案第２２号 平成２６年度羽幌町国民健康保険事業特別会計予算       

第２８ 議案第２３号 平成２６年度羽幌町後期高齢者医療特別会計予算        

第２９ 議案第２４号 平成２６年度羽幌町介護保険事業特別会計予算         

第３０ 議案第２５号 平成２６年度羽幌町下水道事業特別会計予算          

第３１ 議案第２６号 平成２６年度羽幌町簡易水道事業特別会計予算         

第３２ 議案第２７号 平成２６年度羽幌町港湾上屋事業特別会計予算         

第３３ 議案第２８号 平成２６年度羽幌町水道事業会計予算             

第３４ 発議第 １号 羽幌町各会計予算特別委員会の設置並びに委員の選任について  

 

〇出席議員（９名） 

    ２番 金 木 直 文 君      ３番 小 寺 光 一 君 

    ４番 寺 沢 孝 毅 君      ５番 船 本 秀 雄 君 

    ７番 平 山 美知子 君      ８番 橋 本 修 司 君 

    ９番 駒 井 久 晃 君     １０番 熊 谷 俊 幸 君 

   １１番 室 田 憲 作 君 

 

〇欠席議員（２名） 

    １番 森     淳 君      ６番 磯 野   直 君 

 

〇地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した人 

     町     長    舟 橋 泰 博 君                

     副 町 長    石 川   宏 君                

     教 育 長    山 口 芳 徳 君                

     教育委員会委員長    大 橋 鉄 夫 君                

     監 査 委 員    長谷川 一 志 君                

     農業委員会会長    高 見 忠 芳 君                

     会 計 管 理 者    今 野 睦 子 君                

     総 務 課 長    井 上   顕 君                

     総務課長補佐    酒 井 峰 高 君                

     総務課総務係長    伊 藤 雅 紀 君                

     総務課職員係長    棟 方 富 輝 君                
     総  務  課                             
                敦 賀 哲 也 君                
     情報管理係長                             
     総務課企画室                             
                熊 谷 裕 治 君                
     政策推進係長                             
     財 務 課 長    三 浦 義 之 君                
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     財 務 課 主 幹    上 田 章 裕 君                

     財 務 課 主 幹    豊 島 明 彦 君                

     財務課財政係長    葛 西 健 二 君                

     財務課経理係長    清 水 聡 志 君                

     町 民 課 長    水 上 常 男 君                

     町 民 課 主 幹    飯 作 昌 巳 君                

     福 祉 課 長    鈴 木 典 生 君                

     福祉課長補佐    更 科 滋 子 君                

     福 祉 課 主 幹    奥 山 洋 美 君                
     福  祉  課                             
                門 間 憲 一 君                
     社会福祉係長                             
     福  祉  課                             
                藤 井 延 佳 君                
     国保医療年金係長                             
     福  祉  課                             
                木 村 和 美 君                
     介護保険係長                             
     福祉課保健係長    高 橋   伸 君                

     建設水道課長    安 宅 正 夫 君                

     建設水道課主幹    吉 田 吉 信 君                

     建設水道課主幹    石 川 隆 一 君                

     建設水道課主幹    三 上 敏 文 君                
     建 設 水 道 課                             
                笹 浪   満 君                
     土 木 係 長                             
     建 設 水 道 課                             
                竹 内 雅 彦 君                
     水 道 係 長                             
     建 設 水 道 課                             
                山 川 恵 生 君                
     管 理 係 主 査                             
     建 設 水 道 課                             
                小笠原   聡 君                
     土 木 係 主 査                             
     産 業 課 長    江 良   貢 君                

     産業課長補佐    鈴 木   繁 君                

     産業課農政係長    佐々木 慎 也 君                
     産  業  課                             
                谷 中   隆 君                
     水産林務係長                             
     産  業  課                             
                木 村 康 治 君                
     観光振興係長                             
     産  業  課                             
                大 平 良 治 君                
     商工労働係長                             
     産  業  課                             
                山 田 太 志 君                
     観光振興係主査                             

     天 売 支 所 長    渡 辺 博 樹 君                

     焼 尻 支 所 長    今 村 裕 之 君                

     学校管理課長    熊 木 良 美 君                

     学校管理課主幹    宮 崎 寧 大 君                
     学校管理課主幹                             
                                         
     兼 学 校 給 食    湊   正 子 君                
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     センター所長                             
     社会教育課長                             
                杉 沢 敏 隆 君                
     兼 公 民 館 長                             
     社会教育課長補佐    永 原 裕 己 君                
     社 会 教 育 課                             
                村 上   達 君                
     社会教育係主査                             
     農 業 委 員 会                             
                春日井 征 輝 君                
     事 務 局 長                             
     選挙管理委員会                             
                井 上   顕 君                
     事 務 局 長                             
 

〇職務のため出席した事務局職員 

     議会事務局長    藤 岡 典 行 君                

     総 務 係 長    金 丸 貴 典 君                

     書 記    逢 坂 信 吾 君                
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    ◎開議の宣告 

〇議長（室田憲作君） ただいまから本日の会議を開きます。 

 

（午前１０時００分） 

 

    ◎会議録署名議員の指名 

〇議長（室田憲作君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１１８条の規定により、 

   ４番 寺 沢 孝 毅 君    ５番 船 本 秀 雄 君 

を指名します。 

 

    ◎諸般の報告 

〇議長（室田憲作君） 日程第２、諸般の報告を行います。 

 本日の欠席届は、６番、磯野直君であります。 

 本日の遅刻届は、１番、森淳君であります。 

 会議規則第２１条の規定により、本日の議事日程表は配付いたしましたので、ご了承

願います。 

 これで諸般の報告を終わります。 

 

    ◎報告第１号 

〇議長（室田憲作君） 日程第３、報告第１号 平成２５年度定期監査報告（第３次）

についてを議題とします。 

 本案について代表監査委員の報告を求めます。 

 代表監査委員、長谷川一志君。 

〇代表監査委員（長谷川一志君） ただいま議題となりました平成２５年度定期監査報

告（第３次）についてご説明を申し上げます。 

 地方自治法第１９９条第４項の規定に基づき、定期監査を実施したので、同条第９項

の規定によりその結果を別紙のとおり報告をいたします。 

 次の１ページをお開き願います。定期監査報告書。 

 １、監査の時期及び対象は、平成２６年１月２７日から１月３１日までの５日間にわ

たりまして、農業委員会、産業課、建設水道課の３機関を対象に駒井監査委員とともに

実施したところでございます。 

 ２、監査の対象とした事項でありますが、財務に関する事務の執行が適正かつ効率的

に行われているかを主眼として、提出された関係書類、帳簿等に基づきその内容を確認

するとともに、関係職員からの聞き取りにより実施をいたしました。 

 ３、監査の結果につきましては、財務に関する事務についてそれぞれ適正な執行に努



 - 66 - 

められたものと認められました。 

 主な内容については、次のとおり報告をいたします。２ページをお開き願います。以

下、１２月末現在における主な事項についてご説明を申し上げます。 

 最初に、農業委員会について申し上げます。（１）、農地法等に基づく取り扱い処理

状況であります。耕作目的による権利移動等の処理件数は合計９２件となっております。 

 次の（２）、農業者年金受給状況では、受給者数は１４５人となっております。 

 （３）の契約状況は省略をさせていただきます。 

 ３ページをお開き願います。産業課について申し上げます。１、農林水産事業の

（１）、農林水産業振興事業補助金交付状況では、合計件数は４７件で、補助金額は２

億４〃７８１万２〃３３８円であります。前年度に比較して農業振興センター整備事業

補助金で１億円増となりましたが、漁協新水産物荷さばき施設事務所整備事業補助金２

億９〃４１９万５〃０００円などが減となったことにより、全体では約１億７〃５００

万円減少しております。 

 ４ページをお開き願います。（２）、焼尻めん羊育成管理状況であります。管理頭数

は合計５２７頭でありますが、前年同期と比較し３頭の増となっております。内訳は記

載のとおりでございます。 

 次に、５ページをお開き願います。（３）、契約状況、①の工事契約では、中段の焼

尻めん羊牧場の草地改良面積は３６〄４２ヘクタールとなっております。次の町有林整

備事業でありますが、築別地区で施行しました間伐面積は１５〄５６ヘクタール、平、

上羽幌地区で施行しました下刈り面積は７ヘクタールとなっております。次に、②の委

託契約では２〃４５８万５〃４９６円でありますが、このうち緊急雇用創出推進事業関

連では２件で１〃４２２万２〃８８０円となっております。 

 （４）の漁村環境改善総合センター利用状況は、ごらんのとおりの内容となってござ

います。 

 ６ページをお開き願います。２、商工観光事業について申し上げます。（１）、資金

融資利用状況、①、中小企業特別融資利用状況であります。金融機関の融資限度額が前

年度の３億９〃０００万円から５億円に増額となっておりますが、利用件数は合計９２

件、融資残額は３億７５８万５〃３００円で、利用率は６１〄５２％となっております。

次の②、中小企業特別小口資金の利用件数はございません。 

 （２）、契約状況の①、工事契約でありますが、契約金額１〃４９９万８〃２００円

に対しまして全額支出済みであります。②の委託契約については記載のとおりでござい

ますので、省略をさせていただきます。 

 ７ページをお開き願います。（３）の焼尻発電所運転保守業務受託事業の契約金額は

４〃６４１万円で、収入済額の合計は３〃７６７万１〃３０５円であります。このうち、

営業、配電事業及び諸費用は実績精算額であります。 

 （４）、商工観光振興事業補助金交付状況でありますが、合計件数は１８件で、内訳
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は商工関係で６件、労働関係で２件、観光関係１０件で補助金額は５〃４６９万８〃９

９１円で、うち交付済み額は４〃４２８万１〃５９８円となっております。 

 （５）、観光施設等入り込み状況では、合計で４〃２３９人増の１１万７〃２７３人

となっております。 

 ８ページをお開き願います。（６）の観光イベント入り込み状況、（７）、勤労青少

年ホーム利用状況は記載のとおりでございますので、省略をさせていただきます。 

 ９ページをお開き願います。建設水道課について申し上げます。１、建設港湾事業の

（１）、契約状況であります。内訳は記載のとおりでございますが、⑥のその他工事委

託契約において前年度契約金額より約１億８〃３００万円減少し、７〃５５５万８〃０

００円となっておりますが、羽幌港旅客上屋新築工事費等の減によるものであります。 

 １０ページをお開き願います。（３）の道路占用許可状況は省略をさせていただきま

して、（４）、建築確認申請状況でありますが、表の右下、合計欄では合計で新築で５

件、増築で１件の合計６件、前年度より増となっております。 

 （５）、町道舗装整備状況では、実延長の増減はありませんが、舗装延長で２１６メ

ートル、舗装率で０〄１％、前年度より増となっております。 

 １１ページをお開き願います。（６）、町道除雪計画であります。道路延長、除雪延

長及び委託延長ともに前年度より０〄３キロメートルの増となっておりますが、除雪率

の増減はございません。 

 次に、２の上水道事業、（１）、契約状況の①、工事契約金額４〃１５２万７〃５０

０円と下段の３、下水道事業の工事契約金額１〃９２２万５〃５００円に対しましては

全額支出済みとなっております。 

 次の１２ページの②、委託契約につきましては省略をさせていただきまして、下段の

（２）、水洗便所等改造に関する状況の①、公営住宅及び一般住宅についてであります

が、表の下段に平成１４年度から２５年度までの年度別水洗便所改造戸数を記載してお

ります。前年度と比較をいたしますと１８戸減少し、累計では１〃６７９戸となってお

ります。 

 １３ページをお開き願います。②、補助金交付状況でありますが、各世帯及び集合住

宅等の合計件数は３１件で、補助金交付額は６５７万５〃０００円となっております。

③、資金あっせん状況では２５年１２月末現在、貸し付けは２件の８７万円で、累計で

は２９件、貸付金額は２〃０８４万円となっております。次の④の受益者負担金前納報

奨金支給状況は省略をさせていただきます。 

 次に、４、簡易水道事業、（１）、契約状況の①、工事契約と次の１４ページの②、

委託契約は、いずれも契約金額に対しまして全額支出済みであります。内訳は記載のと

おりでありますので、省略をいたします。 

 以上で平成２５年度第３次定期監査報告といたします。よろしくご理解賜りますよう

お願いを申し上げます。 
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〇議長（室田憲作君） これから監査報告の内容について、監査委員に対し質疑を行い

ます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） これで質疑を終わります。 

 討論は、議会の運営に関する基準に基づき省略します。 

 これから報告第１号を採決します。 

 本案は、原案のとおり承認することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） 異議なしと認めます。 

 したがって、報告第１号 平成２５年度定期監査報告（第３次）については原案のと

おり承認することに決定しました。 

 

    ◎報告第２号 

〇議長（室田憲作君） 日程第４、報告第２号 専決処分の報告について「和解及び損

害賠償の額の決定について」を議題とします。 

 本案について報告の内容説明を求めます。 

 産業課長、江良貢君。 

〇産業課長（江良 貢君） それでは、専決処分の報告についてご説明を申し上げます。 

 地方自治法第１８０条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分をしたので、同条

第２項の規定により報告する。 

 平成２６年３月１１日提出、羽幌町長。 

 次ページをごらんください。専決処分書でございます。地方自治法第１８０条第１項

の規定に基づき、議会の議決により指定された町長の専決処分事項について、次のとお

り専決処分する。 

 処分事項は、和解及び損害賠償の額の決定についてであります。 

 和解の相手方の住所、氏名については記載のとおりでございます。 

 和解の内容ですが、１、羽幌町は相手方に対し、既払金１〃８４０円のほか、通院付

添料として、金２〃０５０円を支払うものであります。 

 本件については、今後双方ともに一切の異議申し立てをしない旨の取り決めでありま

す。 

 損害賠償額は３〃８９０円であります。なお、この損害賠償額は全額保険の適用とな

っております。 

 それでは、事故の概要についてご報告申し上げます。発生日時は、平成２５年９月２

２日日曜日の午後零時２０分ごろ、発生場所は羽幌町字朝日３４番地、農村公園、オロ

ちゃんランドでございます。事故状況ですが、農村公園の築山の中腹にあります大型の

複合遊具に遊具同士をワイヤーでつなぎ、そのワイヤーにつり下げた滑車つきの椅子に
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座り、移動して遊ぶ通称レールウェイという遊具がございます。事故は、その椅子に母

親が座り、被害者の幼児を抱きかかえて移動をしている際に、幼児が誘導ロープを通す

リングに指を挟み、けがをしたものでございます。直ちに道立羽幌病院にて受診したと

ころ、軽傷ではあったものの後遺症の可能性も考えられることから、経過観察をしつつ、

完治したとして昨年１２月２６日に示談書を交わし、同日で専決処分したものでござい

ます。 

 平成２５年１２月２６日、羽幌町長。 

 被害者及びご両親には、公園で楽しく遊んでいる際にこのような事故に遭遇され、お

子様がけがを負い、病院受診や後遺症のご心配など多大なご迷惑をおかけしたことにつ

きまして、この場をかりておわびを申し上げたいと思います。 

 この遊具につきましては、９月２４日に使用禁止の措置をとり、製造元に対し類似の

事故について発生状況を確認したところ、同様の事例はないものの、事故を未然に防ぐ

ためにこの遊具につきましては椅子を撤去し、使用できない状況としております。これ

にかわる遊具につきましては、施設の全体的配置や安全基準等を勘案しつつ、今後進め

てまいりたいと考えております。公園遊具における事故防止につきましては、安全に遊

べるよう日ごろから機器を点検し、以後このような事故が起きないよう努めてまいりた

いと考えております。 

 以上をもちまして報告にかえさせていただきます。 

〇議長（室田憲作君） これから報告第２号について質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） これで質疑を終わります。 

 本案は、議会の委任による専決処分のため承認を要しませんので、これをもって報告

を終わります。 

 

    ◎報告第３号 

〇議長（室田憲作君） 日程第５、報告第３号 放棄した私債権の報告についてを議題

とします。 

 本案について報告の内容説明を求めます。 

 建設水道課長、安宅正夫君。 

〇建設水道課長（安宅正夫君） ただいま上程されました報告第３号 放棄した私債権

の報告につきましてご説明を申し上げます。 

 羽幌町私債権の管理に関する条例第４条第２号の規定により、町の私債権について、

次のとおり放棄したので、第５条の規定により報告するものでございます。 

 平成２６年３月１１日提出、羽幌町長。 

 債権の名称は、工事の契約解除に伴う前払金返納延滞利息、債務者の住所、名称は記

載のとおりとなっております。放棄した債権の額は３万２〃５００円、放棄した時期は
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平成２６年１月２０日、放棄した理由及び提案の理由でございますが、工事発注者の請

負契約履行不能届けにより平成２４年１２月１７日、契約を解除いたしまして、平成２

４年１２月２１日、破産手続開始通知に伴い、工事出来高検査を発注者、羽幌町と破産

管財人及び建設業信用保証会社の現地立ち会いによりまして工事記載部分の出来高率ゼ

ロ％を確認し、同意をしてございます。その後、債権確認等の手続が破産管財人より進

められて、平成２５年２月４日、建設業信用保証会社から前払い金の全額返還並びに損

害保険会社からは契約解除違約金の同額が平成２５年２月１９日、公共工事履行保証金

として支払われて受領してございます。 

 放棄した私債権は、工事請負契約書約款第４６条の規定により、受注者受領済みの前

払い金額は工事の出来高がないことから全額余剰額として、前払い金支払い日の日から

返還の日までの日数に応じ、法定利率の割合で計算した額の利息を発注者に支払う規定

をしており、前払い金返納までの８７日間の延滞利息請求を破産管財人に請求しており

ましたが、破産団体という形で管理する破産者の換価処分財産が破産手続の費用を支弁

するのに不足すると認める裁判所の決定の理由によりまして破産手続が廃止されたため、

羽幌町私債権の管理に関する条例に基づきまして町の私債権について放棄したので、報

告するものであります。 

 以上、内容をご理解いただきますようお願いを申し上げます。 

〇議長（室田憲作君） これから報告第３号について質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） これで質疑を終わります。 

 本案は、条例に基づく権利の放棄であるため承認を要しませんので、これをもちまし

て報告を終わります。 

 

    ◎議案第３号 

〇議長（室田憲作君） 日程第６、議案第３号 職員の再任用に関する条例の一部を改

正する条例を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 総務課長、井上顕君。 

〇総務課長（井上 顕君） それでは、ただいま上程されました議案第３号 職員の再

任用に関する条例の一部を改正する条例につきまして、提案理由とその内容をご説明申

し上げます。 

 平成２６年３月１１日提出、羽幌町長。 

 提案の理由でございますが、共済年金の支給開始年齢の引き上げに伴い、任期の末日

に関する特例を定めるため、条例を改正しようとするものであります。 

 職員の再任用制度は、平成１３年の地方公務員法の改正により本町においてもこれに

係る条例を制定しておりますが、年金の報酬比例部分の支給開始年齢が平成２５年度か
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ら段階的に６５歳へ引き上げられることに伴い、６０歳で定年退職した職員について無

収入期間が発生しないよう、再任用による雇用と年金の接続について総務副大臣から要

請がありました。本町では、この通知を受け、これまでその運用を凍結していた本制度

を新年度から運用し、定年退職者等が再任用を希望した場合の対応としたく、条例の一

部改正をしようとするものであります。 

 再任用制度の具体的な運用としては、その勤務形態を週２９時間の短時間勤務とし、

休暇や人事管理、諸制度については定年前と同様、健康保険等はこれまでの共済組合員

から社会保険厚生年金へ、また雇用保険にも新たに加入するなどであります。給料は、

条例で定めております再任用職員の給料３級に格付しますが、勤務時間からその額は４

分の３となります。また、一部の手当も支給となり、期末、勤勉手当は２〄１カ月分支

給となります。再任用職員の配置については、技術系は退職時職場を基本に、事務系は

毎年度の人事配置計画により決定いたします。なお、再任用に係る職務遂行に必要な高

度な知識及び技能を有する者、具体的には保健師等を想定しておりますが、これらにつ

いては短時間勤務のほか、フルタイム勤務もあり得ると考えております。 

 以上が本制度を運用するに当たっての内容でありますが、今般の条例改正は再任用が

できる上限年齢について、条例の第４条に規定する任期の末日を一律本則の６５歳を適

用せず、平成２６年４月１日から平成３７年３月３１日までの間は段階的に１歳ずつ引

き上げていくために新旧対照表にも改正案として記載のとおり、附則に任期の末日に関

する特例として盛り込むためのものであります。 

 それでは、改正条文を朗読いたします。職員の再任用に関する条例の一部を改正する

条例。 

 職員の再任用に関する条例（平成１３年羽幌町条例第１２号）の一部を次のように改

正する。 

 附則に次の１項を加える。 

 （任期の末日に関する特例） 

 ４ 次の表の左欄に掲げる期間における第４条の規定の適用については、同条中「６

５年」とあるのは、同表の左欄に掲げる区分に応じそれぞれ同表の右欄に掲げる字句と

する。 

 平成２６年４月１日から平成２８年３月３１日まで、６１年。 

 平成２８年４月１日から平成３１年３月３１日まで、６２年。 

 平成３１年４月１日から平成３４年３月３１日まで、６３年。 

 平成３４年４月１日から平成３７年３月３１日まで、６４年。 

 附則、この条例は、平成２６年４月１日から施行する。 

 以上であります。よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

〇議長（室田憲作君） これから議案第３号について質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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〇議長（室田憲作君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） これで討論を終わります。 

 これから議案第３号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第３号 職員の再任用に関する条例の一部を改正する条例は原案の

とおり可決されました。 

 

    ◎議案第４号 

〇議長（室田憲作君） 日程第７、議案第４号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及

び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 福祉課長、鈴木典生君。 

〇福祉課長（鈴木典生君） ただいま上程されました議案第４号 特別職の職員で非常

勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例につきまして、その提

案理由と内容のご説明を申し上げます。 

 平成２６年３月１１日提出、羽幌町長。 

 提案の理由でございますが、地域社会における共生の実現に向けて新たな障害保健福

祉施策を講ずるための関係法律の整備に関する法律の施行により障害者自立支援法が一

部改正され、本条例における規定の整備を行うため、改正しようとするものであります。 

 配付しております特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例新旧

対照表をごらん願います。２ページでございます。左欄、現行の欄、別表（３）、附属

機関の委員その他の構成員の区分、第２段目にございます留萌中部障害程度区分認定審

査会を右欄、改正後、留萌中部障害支援区分認定審査会に改めるものであります。 

 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例。 

 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を次のように改

正する。 

 別表中「留萌中部障害程度区分認定審査会」を「留萌中部障害支援区分認定審査会」

に改める。 

 附則、この条例は、平成２６年４月１日から施行する。 

 以上、ご審議の上、ご決定賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

〇議長（室田憲作君） これから議案第４号について質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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〇議長（室田憲作君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） これで討論を終わります。 

 これから議案第４号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第４号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する

条例の一部を改正する条例は原案のとおり可決されました。 

 

    ◎議案第５号 

〇議長（室田憲作君） 日程第８、議案第５号 羽幌町奨学基金条例の一部を改正する

条例を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 学校管理課長、熊木良美君。 

〇学校管理課長（熊木良美君） ただいま上程されました議案第５号 羽幌町奨学基金

条例の一部を改正する条例につきまして、提案理由とその内容をご説明させていただき

ます。 

 平成２６年３月１１日提出、羽幌町長。 

 提案の理由でございますが、基金の額について現状に合わせること及び延滞利息を民

法の利率に合わせるため、条例を改正しようとするものであります。 

 羽幌町奨学基金は、昭和４８年から修学に必要な資金の一部を貸し付けするために運

用しております。当初は２〃０００万円の基金額でありましたが、当町への医療機関従

事者に対する償還免除分を減額したことにより現在は１〃４７２万の額となっておりま

す。今回の改正内容は、基金額の上限表記を現在の運営実態に合わせるとともに、償還

未納分に際する延滞利息額を当時の利率から民法に規定されている利率へ改正し、加え

て字句の修正を行うものであります。 

 羽幌町奨学基金条例の一部を改正する条例。 

 羽幌町奨学基金条例（昭和４８年羽幌町条例第９号）の一部を次のように改正する。 

 別に配付しております資料３ページ、新旧対照表により内容を説明させていただきま

す。表内の構成は、左側に現行条文を、右側に改正案を、また改正部分には下線を引い

て表示しております。第２条中、２〃０００万円の次に以内を加え、第５条第２号中、

年１０〄７５％を年５％に改め、字句の修正として同文中の支払いの送り仮名を削る内

容であります。 

 以上の説明をもちまして、条文の朗読は省略をさせていただきます。 
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 附則、この条例は、平成２６年４月１日から施行する。 

 以上であります。ご審議の上、ご決定賜りますようお願いいたします。 

〇議長（室田憲作君） これから議案第５号について質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） これで討論を終わります。 

 これから議案第５号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第５号 羽幌町奨学基金条例の一部を改正する条例は原案のとおり

可決されました。 

 

    ◎議案第６号～議案第７号 

〇議長（室田憲作君） 日程第９、議案第６号 羽幌町社会教育委員の定数及び任期に

関する条例の一部を改正する条例、日程第１０、議案第７号 羽幌町青少年問題協議会

条例の一部を改正する条例、以上２件について関連がありますので、一括議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 社会教育課長、杉沢敏隆君。 

〇社会教育課長（杉沢敏隆君） ただいま上程されました議案第６号の提案理由及び内

容等についてご説明申し上げます。 

 羽幌町社会教育委員の定数及び任期に関する条例の一部を改正する条例。 

 平成２６年３月１１日提出、羽幌町長。 

 提案の理由でございますが、地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図

るための関係法律の整備に関する法律（平成２５年法律第４４号）の施行により、社会

教育法（昭和２４年法律第２０７号）が一部改正され、社会教育委員の委嘱に関する基

準を市町村の条例で定める必要があり、あわせて規定の整備を行うため、改正しようと

するものでございます。 

 改正内容でございますが、別紙、羽幌町社会教育委員の定数及び任期に関する条例新

旧対照表の改正後（案）の欄をご参照願います。最初に、題名を羽幌町社会教育委員条

例に改めます。これは、社会教育委員の定数と任期のみに関するものでございましたが、

社会教育委員の委嘱の基準を追加するため、題名を羽幌町社会教育委員条例に定めるも

のでございます。 

 次に、第１条については、社会教育委員の設置について規定を新設しております。 
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 第２条については、現行の第１条を第２条とし、見出しに定数等を付して、第１項は

前条で委員ということとなるので委員に改め、第２項では委員の委嘱基準及び委嘱につ

いての規定を追加しております。 

 次に、第３条については、現行の第２条を第３条とし、見出しに任期を付しておりま

す。 

 第４条については、現行の第３条を第４条とし、見出しに解嘱を付して羽幌町を削っ

ております。 

 附則ですが、この条例は、平成２６年４月１日から施行するものでございます。 

 次に、議案第７号の提案理由及び内容等についてご説明申し上げます。 

 羽幌町青少年問題協議会条例の一部を改正する条例。 

 平成２６年３月１１日提出、羽幌町長。 

 提案の理由でございますが、地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図

るための関係法律の整備に関する法律（平成２５年法律第４４号）の施行により、地方

青少年問題協議会法（昭和２８年法律第８３号）が一部改正され、地方青少年問題協議

会の会長及び委員に関する基準を市町村の条例で定める必要があり、あわせて規定の整

備を行うため、改正しようとするものでございます。 

 改正内容でございますが、別紙、羽幌町青少年問題協議会条例新旧対照表の改正後

（案）の欄をご参照願います。４ページの裏になります。初めに、第２条第１項中、協

議会委員を協議会の委員（以下「委員」という。）に改め、並びにを及びに改めます。

次に、任命の次に又は委嘱を加え、同条第２項中、学識経験者の中から任命されたを削

るものでございます。 

 第３条の第１項及び第２項を次のように改めるものでございます。 

 １項につきましては、協議会に会長１名及び副会長１名を置き、委員の互選によって

これを定める。 

 ２項といたしまして、会長は、協議会の会務を総理する。 

 附則ですが、この条例は、平成２６年５月１日から施行するものでございます。 

 以上でございます。よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

〇議長（室田憲作君） これから議案第６号 羽幌町社会教育委員の定数及び任期に関

する条例の一部を改正する条例について質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） これで討論を終わります。 

 これから議案第６号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
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（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第６号 羽幌町社会教育委員の定数及び任期に関する条例の一部を

改正する条例は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第７号 羽幌町青少年問題協議会条例の一部を改正する条例について質疑

を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） これで討論を終わります。 

 これから議案第７号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第７号 羽幌町青少年問題協議会条例の一部を改正する条例は原案

のとおり可決されました。 

 

    ◎議案第８号 

〇議長（室田憲作君） 日程第１１、議案第８号 羽幌町介護予防々生活支援事業実施

条例の一部を改正する条例を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 福祉課長、鈴木典生君。 

〇福祉課長（鈴木典生君） ただいま上程されました議案第８号 羽幌町介護予防々生

活支援事業実施条例の一部を改正する条例につきまして、その提案理由と内容のご説明

を申し上げます。 

 平成２６年３月１１日提出、羽幌町長。 

 提案の理由でございますが、引用条項等に誤りがあることから、規定の整備を行うた

め改正しようとするものであります。 

 配付しております羽幌町介護予防々生活支援事業実施条例新旧対照表をごらん願いま

す。５ページでございます。左欄、現行の欄、第２条、下線部の第１条を右欄、改正後、

前条に改め、同様に別表、軽度生活援助々生活管理指導事業の部中にあります生活保護

法の次に（昭和２５年法律第１４４号）を加え、法第５３条第２項第１号を法第４１条

第４項第１号に、平仮名のかかるを漢字の係るに、同じく生活管理指導短期宿泊事業及

び裏面の生きがい活動支援通所事業の部中につきましてもかかるを漢字の係るに改める

ものであります。 
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 介護保険法第５３条第２項第１号は、介護予防、訪問介護等のサービスの額を規定し

ているものでございます。また、法第４１条第４項第１号は居宅介護サービスの訪問介

護等のサービス費の額を規定しているものでございます。 

 羽幌町介護予防々生活支援事業実施条例の一部を改正する条例。 

 羽幌町介護予防々生活支援事業実施条例の一部を次のように改正する。 

 第２条中「第１条」を「前条」に改める。 

 別表軽度生活援助々生活管理指導事業の部中「生活保護法」の次に「（昭和２５年法

律第１４４号）」を加え、「法第５３条第２項第１号」を「法第４１条第４項第１号」

に、「かかる」を「係る」に改め、同表生活管理指導短期宿泊事業の部中「かかる」を

「係る」に改め、同表生きがい活動支援通所事業の部中「かかる」を「係る」に改める。 

 附則、この条例は、平成２６年４月１日から施行する。 

 以上、ご審議の上、ご決定賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

〇議長（室田憲作君） これから議案第８号について質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） これで討論を終わります。 

 これから議案第８号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第８号 羽幌町介護予防々生活支援事業実施条例の一部を改正する

条例は原案のとおり可決されました。 

 

    ◎議案第９号 

〇議長（室田憲作君） 日程第１２、議案第９号 羽幌町道路占用料徴収条例の一部を

改正する条例を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 建設水道課長、安宅正夫君。 

〇建設水道課長（安宅正夫君） ただいま上程されました議案第９号 羽幌町道路占用

料徴収条例の一部を改正する条例につきまして、提案理由とその内容につきまして説明

を申し上げます。 

 平成２６年３月１１日提出、羽幌町長。 

 提案の理由は、道路法施行令の一部改正に伴い、道路占用料の改定を行うものであり

ます。 
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 次のページをごらんください。本則の改正内容ですが、道路法第３９条の委任を受け

て定められております道路法施行令第１８条及び道路法施行令第１９条第３項の改正に

よりまして、道路占用料の徴収の特例を定めている中から道路法第３５条に規定する国

の行う事業が削除されたことで、羽幌町道路占用料徴収条例の第７条第１号中の法第３

５条に規定する事業及びを削る条例の一部改正であります。 

 次に、羽幌町道路占用料徴収条例第２条関係の別表を改める改正の概要につきまして

ご説明申し上げます。道路法施行令別表に規定する道路占用料の額を定める所在地区分

が３区分から５区分に変更され、道路占用料の額が地価水準の変動などを反映した額に

改正されたことに伴い、道路法施行令別表に準じた規定の改正であります。 

 改正の内容でありますが、改正別表の一つ一つの朗読と説明は省略させていただきま

して、お手元にお配りしております別紙資料６ページの新旧対照表をごらん願います。

この表の見方でありますが、左に現行の別表、右に改正後の別表を記載しておりまして、

別表中の占用料の額を政令では道路占用料の額を定める所在地区分の現行が都の特別区

及び人口５０万人以上の市の甲地、甲地以外の市の乙地、町村の丙地の３区分ごとに定

められておりまして、左の現行の占用料の額は政令による所在地区分、丙地の占用料の

額が記載されてございます。 

 改正の内容は、現行の同一区分内において合併などにより地域によって地価に大きな

格差が生まれ、逆転現象が生じている現状から、その適正化を図るために所在地区分の

見直しを行う改正がされてございます。具体的には、現行３区分を固定資産税評価額の

地価の平均をもとに各市町村の地価の平均を公準に５級地の区分に変更してございます。

区分は、第１級地で地価の平均が政令市要件を満たす人口５０万人以上の市の地価の平

均以上の市町村、第２級地では地価の平均が特別市要件を満たす人口２０万人以上の市

で都の特別区及び５０万人以上の市を除く地価の平均以上の市町村で第１級地以外のも

の、第３級地につきましては地価の平均が人口２０万人未満の市の地価の平均以上の市

町村で第１級地及び第２級地以外のもの、第４級地で地価の平均が町村の地価の平均以

上の市町村で第１級地、第２級地及び第３級地以外のもの、そして第５級地、その他の

市町村に区分されております。右の改正後の占用料の額は、政令による所在地区分、第

５級地の占用料の額を別表中の占用物件の種類ごとに記載してございます。 

 資料７ページをごらんください。７ページ、左の中段の占用物件の欄の政令の略称を

道路法施行令の明確な字句に改正をし、７ページ裏面から８ページの裏面の表中の字句

及び項目の修正については道路法施行令別表に準じた改正をしておりますので、内容に

つきましてはごらんをいただき、省略をさせていただきます。 

 ９ページをごらんください。備考、第６項ですが、別表中の占用料の額を算定できな

い占用物件の種類のうち、近傍類似地の土地の時価をあらわす内容として、Ａは、地方

税法（昭和２５年法律第２２６号）第３８０条の規定により、町に備える固定資産課税

台帳に登録された近傍類似の土地の価格を表すものとするに改正するものでございます。
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別表の改正については、新旧対照表をもって説明にかえさせていただきたいと思います。 

 最後に、附則ですが、この条例は、平成２６年４月１日から施行する。 

 よろしくご審議、ご決定賜りますようお願いを申し上げまして、条例制定に係る提案

理由の内容説明とさせていただきます。 

〇議長（室田憲作君） これから議案第９号について質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） これで討論を終わります。 

 これから議案第９号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第９号 羽幌町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例は原案の

とおり可決されました。 

 暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１０時５５分 

再開 午前１１時０５分 

 

〇議長（室田憲作君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

    ◎議案第１０号 

〇議長（室田憲作君） 日程第１３、議案第１０号 羽幌町教育研究所設置条例を廃止

する条例を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 学校管理課長、熊木良美君。 

〇学校管理課長（熊木良美君） ただいま上程されました議案第１０号 羽幌町教育研

究所設置条例を廃止する条例につきまして、提案理由とその内容を説明させていただき

ます。 

 平成２６年３月１１日提出、羽幌町長。 

 提案の理由でございますが、学校教職員の減少等に伴い、職員の負担軽減を図るため、

廃止しようとするものであります。 

 羽幌町教育研究所は、昭和３８年に設置され、教育の実態に係る調査研究や教育の改

善などに大きな役割を果たしてまいりましたが、子供の減少を背景に教職員数も減少の
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状況にあり、教職員における業務負担が過大となっておりました。このため、当該業務

を教職員等で構成される羽幌町教育研究協議会へ移行し運営されていることから、本条

例を廃止するものであります。 

 羽幌町教育研究所設置条例を廃止する条例。 

 羽幌町教育研究所設置条例（昭和３９年羽幌町条例第１１号）は、廃止する。 

 附則、この条例は、平成２６年４月１日から施行する。 

 以上であります。ご審議の上、ご決定賜りますようお願いいたします。 

〇議長（室田憲作君） これから議案第１０号について質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） これで討論を終わります。 

 これから議案第１０号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１０号 羽幌町教育研究所設置条例を廃止する条例は原案のとお

り可決されました。 

 

    ◎議案第１１号 

〇議長（室田憲作君） 日程第１４、議案第１１号 戸籍事務の一部委託に関する規約

についてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 町民課長、水上常男君。 

〇町民課長（水上常男君） ただいま上程されました議案第１１号 戸籍事務の一部委

託に関する規約について、その提案理由と内容についてご説明申し上げます。 

 戸籍事務の一部委託に関する規約について。 

 地方自治法第２５２条の１４第１項の規定により、次のとおり規約を定め、増毛町、

小平町、苫前町、初山別村、遠別町及び天塩町の戸籍事務の一部委託を羽幌町が受ける

ことについて、同条第３項の規定において準用する同法第２５２条の２第３項本文の規

定により議会の議決を求める。 

 平成２６年３月１１日提出、羽幌町長。 

 提案理由でありますが、戸籍事務について関係町村からその事務の一部委託を受ける

ため、協議により規約を設けるものであります。 

 戸籍の電算化については、留萌市を除く管内７町村の共同化により準備を進めている
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ところでありまして、戸籍のサーバーを羽幌町に設置し、それを各町村がネットワーク

回線で接続し運用していくもので、そのサーバー管理を羽幌町に委託する規約となりま

す。 

 それでは、規約の内容を説明させていただきます。次ページをごらんいただきたいと

思います。第１条、委託事務の範囲ですが、増毛町から天塩町まで７町村は戸籍事務の

コンピューターの管理及び執行に関する事務を次ページの別表に示すとおり羽幌町が受

託し、他の６町村は羽幌町に委託するものであります。 

 第２条、経費の負担でありますが、委託事務に要する経費は委託町村の負担とし、経

費の額及び納付の時期については受託町村と委託町村が協議して定めるものであります。 

 第３条から第５条は、委託事務に係る予算及び決算の取り扱いについて定めているも

のであります。 

 第６条は、委託事務について連絡調整を図るため、連絡会議の開催について定めてお

ります。 

 第７条は、委託事務に適用される条例等を新たに制定、改廃した場合は委託町村に通

知することを定めております。 

 第８条、規約に定めのない事項については、関係町村の長が協議して定めるものとし

ております。 

 附則、第１項、この規約は、平成２６年４月１日から施行する。 

 第２項、委託事務の全部又は一部を廃止する場合においては、委託事務の執行にかか

る収支は、廃止の日をもってこれを打切り、受託町村の長がこれを決算する。この場合、

決算に伴って生ずる余剰金は、速やかに委託町村に還付しなければならない。 

 以上でございます。よろしくご審議、ご決定賜りますようお願いいたします。 

〇議長（室田憲作君） これから議案第１１号について質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） これで討論を終わります。 

 これから議案第１１号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１１号 戸籍事務の一部委託に関する規約については原案のとお

り可決されました。 

 

    ◎議案第１２号 
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〇議長（室田憲作君） 日程第１５、議案第１２号 留萌中部障害程度区分認定審査会

共同設置規約の変更についてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 福祉課長、鈴木典生君。 

〇福祉課長（鈴木典生君） ただいま上程されました議案第１２号 留萌中部障害程度

区分認定審査会共同設置規約の変更について。 

 地方自治法第２５２条の７第２項の規定により、留萌中部障害程度区分認定審査会共

同設置規約を次のとおり変更する。 

 平成２６年３月１１日提出、羽幌町長。 

 提案の理由でございますが、地域社会における共生の実現に向けて新たな障害保健福

祉施策を講ずるための関係法律の整備に関する法律の施行により障害者自立支援法が一

部改正され、本規約における規定の整備を行うため、改正しようとするものでございま

す。 

 配付しております新旧対照表１０ページをごらん願います。留萌中部障害程度区分認

定審査会共同設置規約の新旧対照表でございます。左欄の現行、下線を引いております

題名、留萌中部障害程度区分認定審査会共同設置規約を右欄、改正後の留萌中部障害支

援区分認定審査会共同設置規約に、同じく第１条の障害者自立支援法を障害者の日常生

活及び社会生活を総合的に支援するための法律に、第２条、留萌中部障害程度区分認定

審査会を留萌中部障害支援区分認定審査会に改めるものでございます。 

 議案に戻っていただき、次のページをお開き願います。留萌中部障害程度区分認定審

査会共同設置規約の一部を改正する規約。 

 留萌中部障害程度区分認定審査会共同設置規約の一部を次のように改正する。 

 題名を次のように改める。留萌中部障害支援区分認定審査会共同設置規約。 

 第１条中「障害者自立支援法」を「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援す

るための法律」に改める。 

 第２条中「留萌中部障害程度区分認定審査会」を「留萌中部障害支援区分認定審査

会」に改める。 

 附則、この規約は、平成２６年４月１日から施行する。 

 以上、ご審議の上、ご決定賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

〇議長（室田憲作君） これから議案第１２号について質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） これで討論を終わります。 

 これから議案第１２号を採決します。 
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 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１２号 留萌中部障害程度区分認定審査会共同設置規約の変更に

ついては原案のとおり可決されました。 

 

    ◎議案第１３号 

〇議長（室田憲作君） 日程第１６、議案第１３号 留萌地域公平委員会共同設置に関

する規約の変更についてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 総務課長、井上顕君。 

〇総務課長（井上 顕君） 議案第１３号 留萌地域公平委員会共同設置に関する規約

の変更について。 

 それでは、ただいま上程されました留萌地域公平委員会共同設置に関する規約の変更

についての提案理由とその内容につきましてご説明を申し上げます。 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２５２条の７の規定により、留萌地域公平

委員会共同設置に関する規約を次のとおり変更する。 

 平成２６年３月１１日提出、羽幌町長。 

 提案の理由でございますが、留萌地域公平委員会から留萌地域公平委員会共同設置に

関する規約の一部変更について協議がありましたので、議会の議決を求めるものであり

ます。 

 この公平委員会は、本町も加入しております公平委員会の事務を行っている執行機関

でございます。今般、当該委員会を組織する構成団体の脱退に伴いまして共同設置規約

を変更するため、地方自治法第２５２条の７の規定により協議を求められましたので、

議会の議決を求めるものでございます。 

 変更の内容につきましては、幌延町及び西天北５町衛生施設組合の脱退申請に伴いま

して、留萌地域公平委員会共同設置に関する規約にあります別表の一部を改正する必要

が生じたためでございます。 

 それでは、改正条文を朗読いたします。 

 留萌地域公平委員会共同設置に関する規約の一部を変更する規約。 

 留萌地域公平委員会共同設置に関する規約（昭和４３年留萌支庁管内公平委員会規約

第１号）の一部を次のように変更する。 

 別表中「、幌延町」及び「、西天北５町衛生施設組合」を削る。 

 附則、この規約は、平成２６年４月１日から施行する。 

 以上であります。よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

〇議長（室田憲作君） これから議案第１３号について質疑を行います。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） これで討論を終わります。 

 これから議案第１３号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１３号 留萌地域公平委員会共同設置に関する規約の変更につい

ては原案のとおり可決されました。 

 

    ◎議案第１４号 

〇議長（室田憲作君） 日程第１７、議案第１４号 北海道市町村職員退職手当組合規

約の変更についてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 総務課長、井上顕君。 

〇総務課長（井上 顕君） 議案第１４号 北海道市町村職員退職手当組合規約の変更

について。 

 それでは、ただいま上程されました北海道市町村職員退職手当組合規約の変更につい

ての提案理由とその内容につきましてご説明を申し上げます。 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２８６条第１項の規定により、北海道市町

村職員退職手当組合規約を次のとおり変更する。 

 平成２６年３月１１日提出、羽幌町長。 

 提案の理由でございますが、北海道市町村職員退職手当組合から、北海道市町村職員

退職手当組合の規約の一部変更について協議がありましたので、議会の議決を求めるも

のであります。 

 この組合は、本町も加入しております職員の退職手当事務を行っている一部事務組合

であります。今般、当該組合を組織する構成団体の脱退に伴い組合規約を変更するため、

地方自治法第２８６条第１項の規定により協議を求められましたので、議会の議決を求

めるものでございます。 

 変更の内容につきましては、上川中部消防組合及び伊達々壮瞥学校給食組合が解散、

脱退することに伴い、北海道市町村職員退職手当組合規約にあります別表の一部を改正

する必要が生じたためでございます。 

 それでは、改正条文を朗読いたします。 

 北海道市町村職員退職手当組合規約の一部を変更する規約。 
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 北海道市町村職員退職手当組合規約（昭和３２年１月２３日３２地第１７５号指令許

可）の一部を次のように変更する。 

 別表（上川）の項中「上川中部消防組合 」を削り、同表（胆振）の項中「伊達々壮

瞥学校給食組合 」を削る。 

 附則、この規約は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２８６条第１項の規定

による総務大臣の許可の日から施行する。 

 以上であります。よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

〇議長（室田憲作君） これから議案第１４号について質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） これで討論を終わります。 

 これから議案第１４号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１４号 北海道市町村職員退職手当組合規約の変更については原

案のとおり可決されました。 

 

    ◎議案第１５号～議案第２０号 

〇議長（室田憲作君） 日程第１８、議案第１５号 平成２５年度羽幌町一般会計補正

予算（第９号）、日程第１９、議案第１６号 平成２５年度羽幌町国民健康保険事業特

別会計補正予算（第２号）、日程第２０、議案第１７号 平成２５年度羽幌町後期高齢

者医療特別会計補正予算（第１号）、日程第２１、議案第１８号 平成２５年度羽幌町

介護保険事業特別会計補正予算（第３号）、日程第２２、議案第１９号 平成２５年度

羽幌町下水道事業特別会計補正予算（第１号）、日程第２３、議案第２０号 平成２５

年度羽幌町水道事業会計補正予算（第１号）、以上６件を一括議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 町長、舟橋泰博君。 

〇町長（舟橋泰博君） ただいま提案となりました補正予算につきまして、その提案理

由をご説明申し上げます。 

 一般会計で既定の予算総額に歳入歳出それぞれ９〃０７０万円を減額し、予算の総額

を歳入歳出それぞれ５９億９〃５６８万円とするものでございます。 

 補正をいたします内容は、各事業の完了など執行による減額補正が主なものでありま

すが、まず歳出においてその主なものを申し上げます。２款総務費、財産管理費におい
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て財政調整基金積立金５〃２４４万３〃０００円の増額は、前年度繰越金の法定積み立

て分でございます。 

 次に、３款民生費、社会福祉費において障がい福祉サービス扶助費９１０万６〃００

０円と自立支援医療費の更生医療５００万円の増額は、障がい福祉サービスの利用対象

者増加や利用日数の増加などが主なものでございます。同じく自立支援医療費の育成医

療７５万６〃０００円の減額は、北海道からの権限移譲により予算化しましたが、執行

見込みがないことから減額するものでございます。 

 同じく社会福祉費において地域福祉基金積立金７〃０５９万円の増額は、母子友の会

等の寄附金を地域福祉基金に積み立てるものでございます。 

 次に、６款農林水産業費、農業振興費において農業振興センター整備事業補助金１４

０万円の増額は、地場農産物を活用した商品開発促進のための厨房機器等の整備補助で、

道の地域づくり総合交付金の補助採択によるものでございます。 

 次に、８款土木費、道路維持費において除雪委託料２〃１７０万９〃０００円の増額

は、１月末時点において積雪量が昨年よりも少なく稼働状況も少ない状況にありますが、

設計稼働時間が少ないこと、労務単価が上昇していること、さらに２月、３月の実行見

込みを昨年並みと計算した結果、増額となることから補正するものでございます。 

 以上で歳出を終わり、次に歳入の主なものを申し上げます。１０款地方交付税におい

て普通地方交付税１億３〃５３５万９〃０００円の増額は、普通地方交付税の決定によ

る増額でございます。 

 １６款財産収入において町有地売払収入１〃８６２万８〃０００円の増額は、住宅用

地として売り払いしている町有地９区画分等の売払収入でございます。 

 １８款繰入金において財政調整基金繰入金１億５〃９３７万円と減債基金繰入金１億

円の減額は、収支見込みから減額するものでございます。 

 次に、国庫支出金や道支出金、町債などの特定財源につきましては、それぞれの事業

の確定による減額及び増額などでございますが、そのほとんどは執行による減額が主な

ものでございます。 

 以上で一般会計を終わり、次に国民健康保険事業特別会計の補正につきましてご説明

申し上げます。既定の予算総額に歳入歳出それぞれ１〃４７４万４〃０００円を追加し、

予算の総額を歳入歳出それぞれ１２億５０３万３〃０００円とするものでございます。 

 補正をいたします内容は、歳出で１款総務費において一般職給６７４万７〃０００円

の減額は、職員の会計間移動及び特例的給与削減等に伴うものでございます。同じく国

保オンラインシステム改修委託料１２６万８〃０００円の増額は、国の制度改正及びパ

ソコンのＯＳバージョンアップに伴うシステム改修でございます。 

 ３款後期高齢者支援金等において後期高齢者支援金３４２万１〃０００円の増額は、

平成２５年度医療費決定に伴うものでございます。 

 ６款介護納付金において介護納付金１４８万９〃０００円の増額は、平成２５年度の
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介護給付費納付金決定に伴うものでございます。 

 ７款共同事業拠出金において高額医療費共同事業医療費拠出金３２０万２〃０００円

の減額と同じく高額医療費共同事業交付金２０万４〃０００円の減額及び保険財政共同

安定化事業拠出金３９１万８〃０００円の減額は、拠出金及び交付金の確定に伴う補正

でございます。 

 ８款保健事業費において臨時職員賃金２００万円の減額は、保健師の雇用対象者がい

なかったことによるものでございます。 

 ９款諸支出金において療養給付費等負担金返還金２〃３５９万２〃０００円と調整交

付金返還金１０４万５〃０００円の増額は、療養給付費及び調整交付金確定に伴う返還

金でございます。 

 歳入では、ただいま説明いたしました各事業の確定に伴う減額及び増額が主なもので

ございます。 

 次に、後期高齢者医療特別会計の補正につきましてご説明申し上げます。既定の予算

総額から歳入歳出それぞれ６９万４〃０００円を減額し、予算の総額を歳入歳出それぞ

れ１億１〃２７０万６〃０００円とするものでございます。 

 補正をいたします内容は、歳出で２款後期高齢者医療広域連合納付金において事務費

負担金８２万円の減額と療養給付費負担金１２万６〃０００円の増額は、平成２５年度

負担金確定に伴うものでございます。 

 歳入は、歳出に伴う繰入金をそれぞれ増減するものでございます。 

 次に、介護保険事業特別会計の補正につきましてご説明申し上げます。既定の予算総

額に歳入歳出それぞれ１２４万円を減額し、予算の総額を歳入歳出それぞれ９億１〃５

７２万１〃０００円とするものでございます。 

 補正をいたします内容は、保険事業勘定で１款総務費において介護保険システム改修

委託料７５万１〃０００円の増額は、介護報酬改定等に伴う改修費で委託料の２分の１

は国庫補助となっております。 

 ２款保険給付費において高額介護支援サービス費１２１万４〃０００円の増額は、高

額介護支援サービス費の増額見込みによるもので、歳入につきましては保険給付費の増

額分に応じた一般会計繰入金等を見込んでいます。 

 サービス事業勘定では、１款総務費において一般職給３０万１〃０００円の減額は、

特例的給与削減等に伴うものでございます。 

 ２款事業費において補正額２９０万４〃０００円の減額は、介護支援専門員配置事業

において雇用対象者がいなかったことによるものでございます。 

 歳入につきましては、歳出の減額分に応じた一般会計繰入金等を減額するものでござ

います。 

 次に、下水道事業特別会計の補正につきましてご説明申し上げます。既定の予算総額

から歳入歳出それぞれ２〃６８６万２〃０００円を減額し、予算の総額を歳入歳出それ
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ぞれ４億４〃５６３万８〃０００円とするものでございます。 

 歳出で、１款総務費において一般職給３２万７〃０００円の減額は、特例的給与削減

に伴うものでございます。同じく水洗便所改造等補助金１１０万円の減額は、執行残に

よる減額でございますが、施設管理費の補正額９８万３〃０００円の減額と２款事業費

の補正額２〃３７３万６〃０００円の減額は、いずれも執行残による減額でございます。 

 ３款公債費において利子償還金７１万６〃０００円の減額は、一時借入金の利子償還

金の減額となるものでございます。 

 歳入では、それぞれの事業確定に伴う負担金や分担金、使用料の増額、補助金の繰入

金、町債の減額となっております。 

 続きまして、水道事業会計の補正につきましてご説明申し上げます。収益的収入及び

支出について、特例的給与削減の実施に伴い、営業費用２９万６〃０００円を減額し、

予算の総額を２億２〃４７０万４〃０００円とするものでございます。なお、資本的収

支についての補正はございません。 

 以上、今回補正をいたします予算の主な内容であります。よろしくご承認賜りますよ

うお願い申し上げまして、提案の理由とさせていただきます。 

〇議長（室田憲作君） 次に、財務課長から内容説明を求めます。 

 財務課長、三浦義之君。 

〇財務課長（三浦義之君） 続きまして、私から内容をご説明申し上げます。 

 一般会計、１９ページの歳出からご説明をいたします。２款総務費、一般管理費にお

いて留萌地域電算共同化将来システム移行事業負担金５６万１〃０００円の減額と留萌

地域戸籍業務電算共同化事業負担金２７３万９〃０００円の減額は、いずれも執行残に

伴う負担金の減額でございます。 

 同じく財産管理費において実施設計等委託料１８８万４〃０００円の減額は、旧旅客

上屋解体工事実施設計業務において委託から直営としたことによる減額と火葬場の解体

設計費の執行残によるものでございます。同じく公共施設排水設備接続設計業務委託料

２２０万円の減額は、下水道接続工事設計業務を直営としたことに伴う減額でございま

す。２０ページをお開き願います。同じく町有施設解体業務委託料１０４万円の減額は、

旧旅客上屋解体工事の執行残によるものでございます。 

 企画費において地域おこし協力隊員報酬１１４万円の減額は、当初予定していた３名

一斉での採用とならなかったことから執行残が生じ減額するもので、関連するものとし

ては特別旅費５０万円、燃料費３１万５〃０００円、修繕料１５８万１〃０００円、自

動車借り上げ料４１万３〃０００円の減額となっております。特別旅費において７９万

３〃０００円のうち５０万円は、ただいま説明いたしたとおりでございます。残額の２

９万３〃０００円は、企業誘致推進事業に伴う旅費の執行残でございます。同じく手数

料４９万６〃０００円と再生可能エネルギー等導入設計業務委託料４９万円、器具等購

入費１２万６〃０００円の減額は羽幌町エコアイランド構想事業の執行残によるもので
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ございます。同じく国際交流事業補助金２５万円の減額は、羽幌高等学校生徒の短期留

学国際交流事業が政治不安等から事業中止となったことによる減額でございます。同じ

くまちづくり事業基金積立金１２万８〃０００円の増額は、市街地活性化推進事業等を

目的とした寄附者からの積立金でございます。次のまちづくり応援基金積立金２９８万

７〃０００円の増額は、海鳥保護や自然保護、まちづくり等を目的とした寄附者からの

積立金でございます。 

 ２２ページをお開き願います。自治振興費において害虫等駆除委託料２７万円の減額

は、スズメバチ駆除について委託から直営で行ったことによる減額でございます。同じ

く離島航路事業運営補助金５４６万７〃０００円の減額は、離島航路欠損補助金の経営

改善カット分を予算措置しておりましたが、補助対象となったことから減額するもので

ございます。 

 ２３ページで３款民生費、社会福祉費において国民健康保険事業特別会計繰出金７４

３万２〃０００円の減額は、人事異動に伴う人件費の減額と保健師配置事業の減額が主

なものでございます。 

 ２４ページをお開き願います。介護福祉費においてデイサービスセンター改修工事請

負費５１万８〃０００円の減額と入浴サービス用備品購入費１１８万２〃０００円の減

額は、いずれも執行残による減額でございます。次の老人福祉施設措置費５３３万９〃

０００円の減額は、措置対象者の減少によるものでございます。同じく介護保険事業特

別会計繰出金２６６万３〃０００円の減額は、介護支援専門員の対象者がいなかったこ

とによる減額が主なものでございます。 

 後期高齢者医療費において療養給付費負担金６０２万７〃０００円の減額と後期高齢

者医療特別会計繰出金６９万４〃０００円の減額は、療養給付費負担金及び事務費の確

定に伴う減額でございます。 

 ２５ページで４款衛生費、保健衛生費において二次救急医療体制確保に係る負担金２

２０万９〃０００円の増額は、留萌地域活性化協議会において基金対応していた留萌地

域の二次救急医療体制について、基金廃止により構成市町村で負担することとなった増

額補正でございます。次の医師研究資金等貸付金２〃１００万円の減額と助産師看護師

修学資金貸付金１８０万円の減額は、実績によるものでございます。 

 じんかい処理費において羽幌町外２町村衛生施設組合負担金１〃７８３万４〃０００

円の減額は、入札執行残及び特例的給与削減による歳出の減と前年度繰越金、処理手数

料等歳入の増加に伴う構成市町村負担金が減額となったものでございます。羽幌産業廃

棄物埋立処理場適正化事業補助金２５万２〃０００円の減額は、施設概算設計等事業実

績が下回ったことによるものでございます。 

 ２６ページをお開き願います。６款農林水産業費、地籍調査費において地籍調査委託

料１〃６７０万円の減額は、道予算の関連から執行額が減額となるものでございます。 

 町有林費において測量調査等委託料９００万円の減額は、事業採択がおくれたことか
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ら次年度で測量調査及び林道整備を行うもので、草刈り委託料２２万円の減額と町有林

整備工事請負費１１万６〃０００円の減額は、執行残によるものでございます。 

 ２８ページをお開き願います。林業振興費において清掃委託料１７万６〃０００円の

減額は、天売島ノゴマ館トイレ清掃委託料の執行残によるものでございます。未来につ

なぐ森づくり推進事業補助金６９万５〃０００円の増加は、造林計画による当初事業に

おいて実績が上回ったことによるものでございます。林業構造改善事業補助金返還金１

５万円の減額は、羽幌木材加工協同組合の補助金返還確定に伴う減額でございます。 

 ７款商工費、観光費においてリバーサイド施設改修工事請負費３２４万円の減額は、

サンセットプラザ改修事業で屋上防水工事等の執行残によるものでございます。同じく

文化スポーツ振興事業補助金９６万円の減額は、合宿誘致事業実績による執行残による

ものでございます。 

 ３０ページをお開き願います。８款土木費、道路維持費において燃料費９０万７〃０

００円の増額は、離島地区除雪車両等の燃料費増加によるものでございます。同じく除

雪機械等購入費４〃４８３万１〃０００円の減額は、除雪車両２台の予算措置を行って

おりましたが、交付金決定が１台のため減額するものでございます。 

 ３１ページにおいて道路整備工事請負費１６３万７〃０００円の減額は、事業完了に

よる執行残によるものでございます。 

 都市計画管理費において下水道事業特別会計繰出金２〃５３３万９〃０００円の減額

は、事業完了による執行残が主なものでございます。 

 ３２ページをお開き願います。９款消防費において北留萌消防組合負担金１〃８３１

万７〃０００円の減額は、デジタル無線実施設計費や化学消防ポンプ車購入等の減額及

び前年度繰越金の増額等に伴う負担金の減額でございます。 

 １０款教育費、教育振興費において私立幼稚園就園奨励費補助金３１１万１〃０００

円の減額は、執行残によるものでございます。 

 同じく学校管理費において臨時職員賃金１４６万２〃０００円の減額は、焼尻小学校

管理運営事業において事務職員を予算措置しておりましたが、対象者がいなかったこと

による減額でございます。同じく特殊建物定期調査報告業務委託料４２万円の減額は、

直営による減額でございます。 

 ３４ページをお開き願います。学校保健衛生費において教職員成人病検診等委託料２

６万５〃０００円の減額と児童生徒検診委託料１０万３〃０００円の減額は、受診者が

少なかったことによるものでございます。 

 ３５ページで、１１款災害復旧費において公共土木施設災害復旧費全体で１〃９６９

万円の減額は、実績がなかったことによる消耗品等の減額でございます。 

 ３６ページをお開き願います。１３款諸支出金において職員給与費２〃６８６万７〃

０００円の減額は、職員の退職及び特例的給与削減等に伴うものでございます。 

 次のページにつきましては、一般職給与の状況でございます。 
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 以上が一般会計の補正内容でございますが、国民健康保険事業特別会計など各特別会

計の補正内容につきましては町長からの提案理由説明をもって私からの説明は省略をさ

せていただきます。よろしくご審議の上、ご決定いただきますようお願い申し上げます。 

〇議長（室田憲作君） 昼食のため暫時休憩します。 

 

休憩 午前１１時４７分 

再開 午後 １時００分 

 

〇議長（室田憲作君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 お諮りします。審議の方法については、各会計ごとに歳入歳出一括して質疑を行い、

それぞれ討論、採決の順に従い、審議を進めることにしたいと思います。これにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） 異議なしと認めます。 

 したがって、そのように進めることに決定しました。 

 これから議案第１５号 平成２５年度羽幌町一般会計補正予算（第９号）について歳

入歳出一括して質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） これで討論を終わります。 

 これから議案第１５号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１５号 平成２５年度羽幌町一般会計補正予算（第９号）は原案

のとおり可決されました。 

 次に、議案第１６号 平成２５年度羽幌町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２

号）について歳入歳出一括して質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） これで討論を終わります。 

 これから議案第１６号を採決します。 
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 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１６号 平成２５年度羽幌町国民健康保険事業特別会計補正予算

（第２号）は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第１７号 平成２５年度羽幌町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１

号）について歳入歳出一括して質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） これで討論を終わります。 

 これから議案第１７号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１７号 平成２５年度羽幌町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号）は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第１８号 平成２５年度羽幌町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

について歳入歳出一括して質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） これで討論を終わります。 

 これから議案第１８号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１８号 平成２５年度羽幌町介護保険事業特別会計補正予算（第

３号）は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第１９号 平成２５年度羽幌町下水道事業特別会計補正予算（第１号）に

ついて歳入歳出一括して質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） これで討論を終わります。 

 これから議案第１９号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１９号 平成２５年度羽幌町下水道事業特別会計補正予算（第１

号）は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第２０号 平成２５年度羽幌町水道事業会計補正予算（第１号）について

歳入歳出一括して質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） これで討論を終わります。 

 これから議案第２０号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第２０号 平成２５年度羽幌町水道事業会計補正予算（第１号）は

原案のとおり可決されました。 

 暫時休憩いたします。 

 

休憩 午後 １時０６分 

再開 午後 １時１０分 

 

〇議長（室田憲作君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

    ◎議案第１号～議案第２号、議案第２１号～議案第２８号 

〇議長（室田憲作君） 日程第２４、議案第１号 羽幌町中小企業経営安定支援基金条

例、日程第２５、議案第２号 羽幌町企業振興促進条例、日程第２６、議案第２１号 

平成２６年度羽幌町一般会計予算、日程第２７、議案第２２号 平成２６年度羽幌町国

民健康保険事業特別会計予算、日程第２８、議案第２３号 平成２６年度羽幌町後期高

齢者医療特別会計予算、日程第２９、議案第２４号 平成２６年度羽幌町介護保険事業

特別会計予算、日程第３０、議案第２５号 平成２６年度羽幌町下水道事業特別会計予

算、日程第３１、議案第２６号 平成２６年度羽幌町簡易水道事業特別会計予算、日程
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第３２、議案第２７号 平成２６年度羽幌町港湾上屋事業特別会計予算、日程第３３、

議案第２８号 平成２６年度羽幌町水道事業会計予算、以上１０件を一括議題とします。 

 これから各議案の提案理由の説明を求めることとします。 

 日程第２４、議案第１号 羽幌町中小企業経営安定支援基金条例について提案理由の

説明を求めます。 

 産業課長、江良貢君。 

〇産業課長（江良 貢君） ただいま上程されました議案第１号 羽幌町中小企業経営

安定支援基金条例について、提案理由並びに内容についてご説明を申し上げます。 

 羽幌町中小企業経営安定支援基金条例。 

 平成２６年３月１１日提出、羽幌町長。 

 提案理由でありますが、この条例は羽幌町内の小規模企業者に対し、経営安定資金を

貸し付けし、企業の育成振興、経営安定を図るため、羽幌町中小企業経営安定支援基金

を設置し、不測の事態における資金ショート等リスクを回避すべく、つなぎ資金の貸し

付けを早期に対応できるよう新たに制定しようとするものでございます。 

 それでは、各条文の内容をご説明申し上げます。次ページをごらんください。第１条、

設置でありますが、先ほど説明した基金を設置する規定であります。 

 第２条、基金の額は、１〃０００万円とする。 

 第３条、管理方法を定めており、金融機関への預金等確実かつ有利な方法により保管

する旨の規定となっております。 

 第４条、運用益金の処理について、収益は一般会計の歳入予算にて収納する旨を規定

をしております。 

 第５条は定義ですが、第１条で対象となる小規模企業者の要件について規定しており

ます。 

 第６条、貸し付けの対象者について、羽幌町中小企業特別融資制度要綱により融資を

受けられる見込みの者などについて規定しております。 

 第７条は、貸し付けの条件を定めております。１号で貸付回数は１年度に１回限り、

２号で貸付限度額は１００万円以内、３号で貸付期間は３０日以内としており、これは

さきに説明したつなぎ融資として短期に設定したものであります。第４号で償還方法は

一括償還、第５号で貸付利率は無利子、第６号で担保は無担保としております。第７号

で保証人は連帯保証人１名を必要とする。ただし、法人の場合は当該法人の代表者を連

帯保証人とする。第８号、再貸し付けの制限、貸付金の償還を遅延した場合は、償還後

１年間は貸し付けしないものとする。 

 第８条、委任、この条例に定めるもののほか、基金の管理等に関し必要な事項は別に

定める旨の規定であります。 

 附則、この条例は、平成２６年４月１日から施行する。 

 よろしくご審議、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 
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〇議長（室田憲作君） 日程第２５、議案第２号 羽幌町企業振興促進条例について提

案理由の説明を求めます。 

 産業課長、江良貢君。 

〇産業課長（江良 貢君） ただいま上程されました議案第２号 羽幌町企業振興促進

条例の全部改正について、提案理由並びに内容の説明を申し上げます。 

 羽幌町企業振興促進条例。 

 平成２６年３月１１日提出、羽幌町長。 

 提案理由でありますが、この条例は昭和６０年６月に制定されたものであり、改正す

るに当たり、抜本的に見直しをしようとするものであります。これまでは、この条例で

製造業者が事業場を新設または増設しようとするものに対して、投資額と新規雇用をベ

ースに課税免除や補助金の交付等の助成を行ってまいりました。しかしながら、補助金

交付に関しては投資額１〃０００万円以上あるいは５００万円以上で新規雇用２名以上

の事業者に対し投資額の１０％、限度額が２００万円となっており、投資に見合う補助

制度とは言えませんでした。道内他町村と比較しても魅力に乏しく、企業誘致や町内業

者の設備投資意欲を刺激することもままならない状況であります。 

 このたび条例を２８年ぶりに全面改正し、３つに大きく分けた助成条例となっていま

す。１つは、事業場立地に関係して、これまで製造業のみが対象であった事業者に情報

関連産業、新エネルギー供給業、物流関連産業等を新たに加え、事業場の新増設に係る

投資額の２０％、限度額を１〃０００万円に引き上げております。また、従前どおり固

定資産税の免除を継続するとともに、浜町の事業用地等の活用を想定した町有地を１０

年以内で無償貸与できるようにするなど企業誘致や地場企業の設備投資に寄与すること

で本町経済が活性化することを期待しております。 

 第２には、中小企業者に対し新たな助成制度を設けております。創業者に対する借り

入れ資金の利子補給と店舗家賃の助成、中小企業者の新製品開発費用とそれに係る機器

導入費用の助成、空き店舗を活用し、商店街振興を図るための店舗改修費用助成です。

これにより企業者が独自商品の開発や研究などに取り組みやすくなることと地場産品の

活用など、より連携できることになると期待をしております。 

 第３には、離島観光振興のための事業助成を設けております。内容は、離島観光事業

者が行う設備の改修または更新事業に関する助成、離島で事業を営む中小企業者が行う

従業員住宅の取得や改修事業助成、離島観光事業者が行う町外からの労働者確保事業助

成など観光客が満足できる施設設備に近づけたり、従業員の環境が改善されるよう離島

観光事業を側面からバックアップしていきたいと考えております。 

 以上が大まかな制度の内容であります。これまでの条例と比較した資料をお手元に配

付しておりますので、後ほどごらんいただければと思います。 

 次に、各条文の内容でございますが、その要旨を説明させていただきます。第１条、

目的でありますが、この条例は羽幌町における企業の振興を促進するため、羽幌町にお
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ける企業の必要な助成措置を行うことで地域経済の活性化に資することを目的としてい

る旨を規定しております。 

 第２条は、用語の意義を定めており、事業場や中小企業者、空き店舗などの定義を規

定しているものであります。 

 第３条は、事業場の立地に関する助成内容を規定しております。１点目は固定資産に

関する課税の免除、２点目は投資額に対する助成、３点目は土地、建物のあっせんや道

路、水道等の公共施設の整備等の特別助成についてであります。 

 第４条、第５条、第６条は、第３条で申し上げた内容の詳細を定めた規定となってお

ります。 

 第７条は、助成措置の承継を定めたもので、事業譲渡により承継するものに対して引

き続き残期間その措置を行う旨の規定となっております。 

 第８条から第１０条までは、中小企業者等に対して創業支援や新製品の開発費用、製

造に係る機械設備の導入、空き店舗を活用するものに対して改修費用の助成に関する規

定を定めております。 

 第１１条は、離島地区の観光振興等を図るための大きく３点の補助メニューを規定し

ております。１項１号で規定している離島観光事業者が行う設備の改修または更新事業

については、第２項で費用が１００万円以上を対象に費用の２分の１を５００万円を限

度に補助金を交付する旨を定めております。１項２号で規定している離島で事業を営む

中小企業者が行う自社の従業員用住宅取得及び改修事業については、第３項で費用が１

００万円以上を対象に費用の２分の１を３００万円を限度に補助金を交付する旨を定め

ております。１項３号で規定している離島観光事業者が行う町外からの労働者確保事業

については、第４項で３０日以上観光事業に従事する者を対象とし、往復の交通費が５

万円以上を対象に費用の２分の１を２０万円を限度に補助金を交付する旨を定めており

ます。 

 第１２条は、財産処分の制限を、第１３条は補助事業者等に対して報告を求めること、

実地調査を行う旨の規定を定めております。 

 第１４条は指定及び助成措置の取り消し規定、第１５条はこの条例の施行に関し、必

要な事項を規則で定める旨の委任規定となっております。 

 附則、この条例は、平成２６年４月１日から施行する。 

 なお、経過措置として、この条例の施行の日前に事業場の新設もしくは増設に着手し

たものについては、なお従前の例による旨を規定しております。 

 以上、ご審議の上、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

〇議長（室田憲作君） 次に、日程第２６、議案第２１号、日程第２７、議案第２２号、

日程第２８、議案第２３号、日程第２９、議案第２４号、日程第３０、議案第２５号、

日程第３１、議案第２６号、日程第３２、議案第２７号、日程第３３、議案第２８号の

各会計予算について提案理由の説明を求めます。 
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 町長、舟橋泰博君。 

〇町長（舟橋泰博君） ただいま提案となりました平成２６年度各会計予算につきまし

て、その提案理由をご説明申し上げます。 

 我が国の経済は、大胆な金融政策、機動的な財政政策、民間投資を喚起する成長戦略

の３本の矢の効果もあって、実質ＧＤＰが４四半期連続でプラス成長となるなど日本経

済は着実に上向いています。しかしながら、景気回復の実感は中小企業、小規模事業者

や地域経済にはいまだ十分浸透しておらず、業種ごとの業況にはばらつきが見られ、物

価動向についてもデフレ脱却は道半ばであります。 

 国の平成２６年度予算につきましては、昨年１２月２４日に閣議決定され、本年１月

２４日国会に提出されましたが、その予算編成に当たり基本的な考えとして強い日本、

強い経済、豊かで安全、安心な生活の実現のため、成長戦略の実行として日本産業再興

プランや戦略市場創造プラン、国際展開戦略の３つのアクションプランに取り組むこと、

東日本大震災からの復興の加速、個人の能力、個性を伸ばすための基盤強化、地域活性

化などで安全、安心で持続可能な経済社会の基盤確保が示されております。 

 地方財政ベースでは、歳入歳出規模は８３兆３〃７００億円で、前年度対比１兆４〃

５４６億円、１〄８％の増加となっております。また、公債費等を除く地方一般歳出で

見た場合は６７兆７〃５００億円で、前年度対比１兆３〃３００億円、２％の増加とな

っております。地方交付税は１６兆８〃８５５億円で、地方財政計画の出口ベースで前

年度対比１〃７６９億円、１％の減少となっております。また、地方交付税の振りかえ

措置としての臨時財政対策債は５兆５〃９５２億円で、前年度対比６〃１８０億円、９〄

９％の減少となっており、臨時財政対策債を含めた実質的な地方交付税の総額は２２兆

４〃８０７億円で、前年度対比７〃９４９億円、３〄４％の減少となっております。ま

た、地方公共団体の安定的な財政運営に必要な地方税、地方交付税、臨時財政対策債及

び地方譲与税の一般財源総額は６０兆３〃５７７億円となり、前年度対比６〃０５１億

円、１〄０％の増加となっており、羽幌町の平成２６年度予算への影響の主な点につい

て申し上げます。先ほど申し上げましたとおり、地方交付税及び臨時財政対策債を合わ

せた前年度対比では３〄４％の減少となっていることから、これらの減収を見込んで予

算編成を行ったところでございます。また、消費税の増税や自動車取得税の減税が本年

４月から予定されていることから、該当となる経費や交付金等の増減収を見込んでおり

ます。このような状況のもと、予算編成に当たりましてはこれまでの実績や効果等を踏

まえた事業を推進していくことはもとより、まちづくりの指針である羽幌町総合振興計

画の実現を念頭に置いた予算編成としております。また、まちづくりを進めていく上で

のさまざまな課題や新たな行政需要への対応など、情勢の変化に的確かつ迅速に対応し

ながら計画を着実に推進するとともに、徹底した行財政改革により持続可能な財政運営

を行うために次の考え方に基づき予算編成を行ったものであります。 

 まず、歳入についてですが、自主財源である町税は経済状況をしっかりと把握し、徴
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収率の向上、滞納対策の適正な執行により確実な収入を見込むものであります。また、

後年度への財政負担を伴う町債の借り入れは有利な起債を優先しつつ、事業内容を精査

しながら借り入れの判断をしたところでございます。次に、歳出についてですが、１点

目は徹底した行財政改革であり、事業の廃止や縮小等を図り、事業のスクラップ々アン

ド々ビルドを徹底することであります。２点目は、公共施設マネジメント計画の推進で

あり、公共施設の維持管理費についてライフサイクルコストを考慮した効率的な管理に

より施設の長寿命化を図るとともに、緊急性、必要性、優先度を見きわめ、適切に予算

反映させることであります。３点目は、普通建設事業費の抑制であり、健全財政による

町政運営を確保し、将来世代に過度の負担を転嫁することのないよう考慮するものであ

ります。４点目は、政策的事業の推進であり、既存事業の縮小や廃止等により捻出した

財源の範囲内で政策的な事業を積極的に推進するものであります。５点目には、町民の

声、現場の声の反映、住民ニーズへの対応であり、町政懇談会や議会等での要望につい

て、効果や必要性を十分精査した上で予算に反映させるものであります。６点目は、予

算編成の積極的な公表であり、予算の透明性の確保を図るため、限られた財源をいかに

効率よく効果的な事業に配分したかなどについてわかりやすく公表するものであります。 

 これらの点を考慮しながら編成いたしました各会計予算の概要について申し上げます。

予算の状況ですが、一般会計６１億７〃０００万円と６つの特別会計を合わせた予算の

総額は９０億３〃７００万円で、前年度対比６億２〃８２０万円、７〄５％の増加とな

っております。 

 次に、歳入予算の主な状況ですが、地方譲与税等で１億８〃８９３万２〃０００円、

前年度対比３〃８３３万４〃０００円、２５〄５％の増加は、地方消費税交付金が主な

増加でございます。地方交付税は３０億５〃２７２万６〃０００円、前年度対比１〃８

７５万９〃０００円、０〄６％の減少を見込んでおります。これは、前年度決定予定額

から国の動向を考慮して算出したものでございます。繰入金は４億４〃６００万３〃０

００円、前年度対比６〃８２７万４〃０００円、１８〄１％の増加は、減債基金及び財

政調整基金の増加によるものでございます。 

 歳出予算の状況で、経常費は総額４４億２〃９７０万１〃０００円、前年度対比４〃

６８９万７〃０００円、１〄１％の増加で、臨時費では総額１７億４〃０２９万９〃０

００円、前年度対比４億５〃３１０万３〃０００円、３５〄２％の増加となっており、

合計では５億円、８〄８％の増加となったものでございます。 

 次に、２６年度の主な事業について何点かご説明申し上げます。事務改善では、戸籍

業務の電算化と総合行政システムの共同利用化を図り、防災関連では消防救急無線のデ

ジタル化を図るとともに、災害対応特殊消防ポンプ自動車を更新して火災防御活動や災

害活動への対応を充実させるものでございます。福祉対策としては、幼保連携型の認定

こども園保育所運営事業を予定し、医療対策として医師確保対策事業や助産師、看護師

確保対策事業を継続し、医師及び看護師などの確保を目指すものでございます。生活環
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境では、産業廃棄物埋立処分場適正化事業の実施設計費等の補助で、処理場の適正化を

図り、汚水処理施設共同整備事業は本年度から２カ年計画で実施し、生活環境の改善を

図るものでございます。環境対策としては、再生可能エネルギー導入による低炭素社会

を目指す羽幌町エコアイランド構想の実現を図ります。次に、産業振興でございますが、

企業振興を応援する支援制度として企業振興促進条例を全面的に見直し、企業誘致や創

業支援、新製品開発、空き店舗活用、離島の観光振興を目指しております。商業振興と

しては、中心市街地の活性化を図るため、商業複合施設ハートタウンはぼろの購入を予

算化しております。教育関連では、羽幌小学校改築事業の実施設計費を見込み、給食セ

ンターにおいては計画的な設備の更新を図るため、食器洗浄機取りかえ等の更新を行い

ます。そのほか、多くの事業を予算化しておりますが、内容につきましては担当課長か

ら説明をいたします。 

 以上で一般会計を終わらせていただきまして、特別会計予算の概要についてご説明申

し上げます。まず、国民健康保険事業特別会計ですが、予算の総額は１１億７〃３００

万円で、前年度対比１〃５００万円、１〄３％の減少となっております。これは、一般

被保険者の療養給付費の減少が主な要因でございます。 

 次に、後期高齢者医療特別会計について申し上げます。予算の総額は１億２〃５００

万円で、前年度対比１〃１６０万円、１０〄２％の増加となっております。これは、後

期高齢者医療広域連合納付金で対象者の増加による負担金４１０万円と低所得者対策の

保険料軽減分としての保険基盤安定拠出金７７６万円の増加が主な要因でございます。 

 次に、介護保険事業特別会計について申し上げます。保険事業勘定及びサービス事業

勘定を合計した予算の総額は９億７〃０００万円で、前年度対比５〃９００万円、６〄

５％の増加となっております。これは、保険事業勘定の保険給付費において介護サービ

ス等給付費１〃３２２万円の増加及びサービス事業勘定において特別養護老人ホーム中

庭造成工事５９７万４〃０００円と公債費の特別養護老人ホーム改築に伴う起債の増加

が主な要因でございます。 

 次に、下水道事業特別会計について申し上げます。予算の総額は５億３〃８００万円

で、前年度対比６〃５５０万円、１３〄９％の増加となっております。これは、事業費

で汚水処理施設共同整備事業工事委託料１億２〃８００万円の増加が主な要因でござい

ます。 

 次に、簡易水道事業特別会計について申し上げます。予算の総額は４〃０００万円で、

前年度対比７０万円、１〄７％の減少となっておりますが、公債費５８万９〃０００円

の減少が主な要因でございます。 

 次に、港湾上屋事業特別会計について申し上げます。予算の総額は２〃１００万円で、

前年度対比７８０万円、５９〄１％の増加となっております。これは、港湾施設費にお

いて天売港旅客上屋トイレ改修事業１〃７６５万４〃０００円の増加が主な要因でござ

います。 
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 続きまして、水道事業会計について申し上げます。業務の予定量は、給水戸数３〃４

５８戸、年間総給水量は９５万トンを見込み、収益的収支では給水収益２億２〃９６６

万５〃０００円など、水道事業収益総額２億４〃９００万円に対し、支出では浄水場運

転管理委託料など原水及び浄水費に５〃５８１万６〃０００円、量水器取りかえ工事な

ど配水及び給水費に４〃８８２万２〃０００円、人件費等内部管理経費を計上する総務

費に３〃５２９万３〃０００円、減価償却費に５〃９９１万３〃０００円、企業債利息

に１〃８３３万５〃０００円など、水道事業費用総額は２億３〃０００万円を予定した

結果、収支差し引き１〃９００万円の黒字となる見込みでございます。 

 次に、資本的収支では、支出で建設改良費に１〃３７９万６〃０００円、企業債償還

金に５〃１１５万２〃０００円で総額６〃４９４万８〃０００円となりますことから、

予定収入がありませんので、全額を損益勘定留保資金により補填しようとするものでご

ざいます。今後も業務の効率化、コスト削減による経営の健全化を図り、長期的な視点

に立った企業運営に一層の経営努力をいたす所存でございます。 

 以上が平成２６年度一般会計及び各特別会計並びに水道事業会計予算の概要でござい

ます。 

 最後に、日本の経済は経済財政政策によりデフレ脱却への期待や雇用や所得環境の改

善、消費の増加、企業収益の改善など穏やかな景気回復に向けた動きが期待されており

ますが、海外景気の下振れリスクには引き続き注視する必要があります。また、羽幌町

におきましても人口の減少による景気の低迷が懸念されますが、今後の行財政の維持運

営には行政の果たすべき役割を確認しながら、事務事業の見直しはもとより、事業の緊

急性や重要性、効率性を考慮し、行政コストの適正化に取り組むとともに、橋梁や都市

公園の長寿命化計画、さらに公共施設マネジメント計画を取り入れた長期財政計画を策

定し、将来にわたり健全な財政運営が堅持できるよう努めてまいる所存でございますの

で、今後とも議員各位のご理解、ご協力を賜りたいと存じます。 

 以上で平成２６年度予算提案理由の説明を終わらせていただきますが、よろしくご審

議、ご決定賜りますようお願いを申し上げます。 

〇議長（室田憲作君） 以上で予算並びに予算関連議案の提案理由の説明を終わります。 

 

    ◎発議第１号 

〇議長（室田憲作君） 日程第３４、発議第１号 羽幌町各会計予算特別委員会の設置

並びに委員の選任についてを議題とします。 

 提案理由は、平成２６年度予算並びに予算関連議案を審査するため特別委員会を設置

しようとするものであります。 

 お諮りします。ただいま一括議題となっております本案については、羽幌町議会委員

会条例第４条の規定に基づき、全員の議員をもって構成する特別委員会を設置し、同委

員会に付託の上、審査することにしたいと思います。これにご異議ありませんか。 
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（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） 異議なしと認めます。 

 したがって、発議第１号は全員の議員をもって構成する羽幌町各会計予算特別委員会

を設置し、これに付託して審査することに決定しました。 

 暫時休憩します。 

 

休憩 午後 １時４３分 

再開 午後 １時４４分 

 

〇議長（室田憲作君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 予算特別委員会の正副委員長の互選の結果、委員長に５番、船本秀雄君、副委員長に

４番、寺沢孝毅君と決定したので、報告いたします。 

 

    ◎休会の議決 

〇議長（室田憲作君） お諮りします。 

 各会計予算特別委員会の予算審議のため、これから３月１４日の各会計予算特別委員

会閉会まで休会したいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） 異議なしと認めます。 

 したがって、これから３月１４日の各会計予算特別委員会閉会まで休会とすることに

決定しました。 

 ただし、会議規則第１０条第３項の規定により、休会中であっても予算特別委員会終

了次第本会議を開きます。 

 

    ◎散会の宣告 

〇議長（室田憲作君） 以上で本日の日程は全部終了しました。 

 本日はこれで散会します。 

（午後 １時４５分） 
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